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大
槻
会
長
３
選

働
き
方
改
革
な
ど
重
点

社
会
ニ
ー
ズ
、
課
題
に
対
応

社
会
ニ
ー
ズ
、
課
題
に
対
応

総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小

し
、出
席
者
を
大
槻
会
長（
福

島
支
部
長
）、永
井
博
副
会
長

（
郡
山
支
部
長
）、小
宅
武
副

会
長（
い
わ
き
支
部
長
）、車

田
昭
白
河
支
部
長
、八
巻
正

隆
相
双
支
部
長
、佐
藤
春
幸

会
津
支
部
長
、蛭
田
淳
監
事
、

野
内
忠
宏
専
務
理
事
ら
９
人

に
限
定
。こ
の
ほ
か
の
会
員

か
ら
は
委
任
状
の
提
出
を
受

け
た
。

大
槻
会
長
が
冒
頭
、県
土

木
部
の
今
年
度
当
初
予
算
で

復
興
事
業
予
算
の
半
減
に
加

え
通
常
事
業
予
算
も
減
少
し

た
点
を「
厳
し
い
時
代
の
幕

開
け
」と
危
機
感
を
示
し
た

上
で
、「
働
き
方
改
革
、
週
休

２
日
制
を
進
め
る
た
め
に
は

発
注
者
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
り
、現
場
の
実
情
を
理

解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。こ
の
ほ
か
に
も
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
協
会
運
営
に
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。令
和
２
年
度

事
業
・
収
支
決
算
報
告
案
を

審
議
承
認
し
、令
和
３
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
確

認
。任
期
満
了
に
伴
い
役
員

を
改
選
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き「
総

務
」「
技
術
・
安
全
」「
広
報
」の

３
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
各
種
事
業
を

展
開
す
る
。事
業
は
こ
れ
ま

で
の
実
績
等
を
踏
ま
え
て
磨

き
を
か
け
る
と
と
も
に
、変

化
す
る
経
営
環
境
に
対
応
す

る
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
反
映
さ

せ
る
。

魅
力
あ
る
電
設
業
界
を
築

く
上
で
課
題
と
な
る
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
は
、推
進
に

向
け
て
①
適
正
工
期
の
設

定
、施
工
時
期
の
平
準
化
、週

休
２
日
の
推
進
②
社
会
保
険

費
の
確
保
③
新
技
術
活
用
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
④
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

制
度
の
普
及
⑤
人
材
確
保
・

育
成
―
に
取
り
組
む
。

主
な
事
業
で
は
適
正
発
注

対
策
と
し
て
、
発
注
の

平
準
化
や
分
離
発
注
の

推
進
、
地
元
企
業
の
活

用
、
入
札
制
度
改
革
を

発
注
機
関
に
要
望
す

る
。
特
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
普

及
や
働
き
方
改
革
関
連

の
取
り
組
み
、
県
土
木

部
と
の
意
見
交
換
に
注

力
す
る
。災
害
協
定
に
基
づ

く
初
動
期
の
行
動
を
検
討
す

る
。技

術
・
安
全
関
連
で
は
協

会
独
自
の
継
続
教
育
事
業

（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）に
加
え
、建
設
業

振
興
基
金
と
連
携
し
た
新
た

な
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
を
試
行
す

る
。会
員
企
業
の
技
術
者
を

は
じ
め
県
内
電
設
業
界
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、Ｍ

ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
制
度
勉
強
会
と

し
て
１
級
電
気
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験
の
受
験
対

策
講
習
会
を
開
く
ほ
か
、
１

級
電
気
通
信
工
事
施
工
管
理

技
士
取
得
に
向
け
た
Ｍ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
制
度
勉
強
会
の
開
催

を
検
討
す
る
。

県
営
繕
設
備
担
当
者
と
の

意
見
交
換
会
を
発
展
さ
せ
た

「
仮
称
・
県
営
繕
設
備
担
当
者

と
の
合
同
技
術
研
修
会
」の

開
催
を
模
索
し
て
い
く
。総

合
設
備
協
会
の
安
全
大
会
・

技
術
研
修
会
は
７
月
13
日
に

県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
す
る
。

協
会
運
営
に
協
力
を
呼

び
掛
け
る
大
槻
会
長

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援

事
業
は
、会
員
企
業
の
担
い

手
確
保
の
観
点
か
ら
、引
き

続
き
生
徒
・
学
生
の
現
場
実

習
受
け
入
れ
に
協
力
す
る
と

と
も
に
、学
校
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
実
施
学
校
の
拡
充

と
効
果
的
な
事
業
展
開
を
目

指
す
。女
性
ト
ー
ク
サ
ロ
ン

は
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、前

年
度
と
同
じ
オ
ン
ラ
イ
ン
方

式
で
の
開
催
を
検
討
す
る
。

総
会
で
は
、会
員
企
業
で

昨
年
代
表
者
を
変
更
し
た
ユ

ア
テ
ッ
ク
福
島
支
社（
中
畑

俊
二
常
務
執
行
役
員
支
社

長
）、森
口
電
気
商
会（
森
口

真
人
代
表
取
締
役
）を
書
面

で
紹
介
し
た
。ま
た
、令
和
２

年
度
県
優
良
建
設
工
事
表
彰

を
受
賞
し
た「
道
路
橋
り
ょ

う
維
持（
維
補
）工
事（
照
明

設
備
）国
道
１
１
８
号
・
芦
ノ

牧
ト
ン
ネ
ル
」の
現
場
代
理

人
を
務
め
た
佐
藤
電
設
の
永

山
寛
信
氏
を
表
彰
し
た
。賞

状
等
は
会
社
を
通
し
て
伝
達

し
た
。

令
和
３
年
度
の
主
な
事
業

計
画
は
次
の
通
り
。

【
総
務
委
員
会
所
管
】◆
経

営
に
関
す
る
事
項
お
よ
び
適

正
発
注
対
策
▽
行
政
機
関
へ

の
発
注
の
平
準
化
の
要
望
活

動
▽
分
離
発
注
の
推
進
お
よ

び
地
元
企
業
活
用
の
要
望
活

動
▽
公
共
工
事
の
入
札
制
度

改
革
に
係
る
要
望
活
動
▽
各

行
政
機
関
と
の
意
見
交
換
会

の
実
施
▽
災
害
協
定
に
基
づ

く
災
害
対
応
の
訓
練
の
実
施

▽
企
業
経
営
に
関
す
る
講
演

会
・
講
習
会
お
よ
び
経
営
基

盤
強
化
の
調
査
研
究
▽
日
本

電
設
工
業
協
会
、県
建
設
産

業
団
体
連
合
会
、県
総
合
設

備
協
会
と
の
連
携
し
た
活
動

◆
公
正
か
つ
適
正
な
事
業
活

動
の
促
進
＝
電
気
設
備
工
事

業
の
健
全
な
発
展
を
目
指
し

て
策
定
し
た「
会
員
行
動
目

標
」に
の
っ
と
り
、公
正
か
つ

適
正
な
事
業
活
動
を
推
進
す

る
◆
災
害
協
定
に
基
づ
く
証

明
書
の
発
行
▽
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
＝
災
害
時

に
お
け
る
東
北
地
方
整
備
局

所
管（
電
気
・
通
信
）施
設
の

災
害
応
急
対
策
業
務
に
関
す

る
協
定
▽
県
土
木
部
＝
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対

策
の
応
援
に
関
す
る
協
定

【
技
術
・
安
全
委
員
会
所

管
】◆
技
術
力
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
▽
会
員
企
業
の

技
術
力
向
上
を
図
る
た
め
の

新
技
術
各
種
研
修
・
講
習
会

▽
県
電
設
業
協
会
継
続
教
育

事
業（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）へ
の
取
り
組

み
と
新
た
な
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の

検
討
▽「
電
気
工
事
施
工
管

理
技
士
」取
得
に
向
け
た
Ｍ

ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
制
度
勉
強
会

（
施
工
管
理
検
定
試
験
対
策
）

の
開
催
お
よ
び「
１
級
電
気

通
信
工
事
施
工
管
理
技
士
」

取
得
へ
向
け
た
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
制
度
勉
強
会
開
催
の
検
討

▽
県
総
合
設
備
協
会
と
の
連

携
活
動
と
し
て
安
全
大
会
・

技
術
研
修
会
を
実
施
▽
県
営

繕
設
備
担
当
者
と
の
合
同
技

術
研
修
会（
仮
称
）の
開
催
◆

証
明
書
の
発
行
＝
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認

定
に
係
る
証
明
書
の
随
時
発

行【
広
報
委
員
会
所
管
】◆
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業

の
実
施
・
拡
充
＝
県
内
高
校

生（
専
門
学
校
生
）の
現
場
実

習
◆「
電
気
屋
さ
ん
の
女
性

ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」の
開
催
◆

道
路
美
化
運
動
、道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
運
動
、河
川
愛
護

活
動（
河
川
清
掃
）等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
◆
機
関

紙「
電
設
新
聞
」の
発
行（
年

６
回
）◆
賛
助
会
員
の
募
集

活
動
◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
随

時
更
新
◆
業
務
用
図
書
の
斡

旋
、資
格
取
得
に
係
る
各
種

試
験
の
広
報
◆
会
員
相
互
の

親
睦
事
業
の
企
画
・
運
営
▽

会
員
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
▽
会

員
研
修
旅
行（
隔
年
）

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委

員
会
所
管
】◆
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
と
企
業
の
社

会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）の
取
り

組
み
強
化
◆
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
推
進
に
係
る
基
本
方

針
の
遵
守
◆
会
員
行
動
指
針

の
遵
守
に
係
る
啓
蒙

令
和
３
年
度
事
業
計
画

第 71 回
定時総会

■令和３・４年度役員

役職名 氏名（※新任） 事業所名

顧問 松﨑　勉 大和電設工業（株）

相談役 坂本　幹夫 常盤電設産業（株）

会長理事 大槻　博太 大槻電設工業（株）

副会長理事 永井　博 郡山電工（株）

小宅　武 嵐電気工事（株）

専務理事 野内　忠宏 福島県電設業協会

理事 佐藤　卓立 （株）佐藤電気商会

加藤　裕司 広栄電設（株）

作田謙太郎 （株）電工社

三瓶　良幸 太陽電設（株）

國津　一洋 高柳電設工業（株）

車田　昭 車田電気工業（株）

石川　格子 東陽電気工事（株）

三浦　光博 三浦電気工事（株）

松﨑　則行 大和電設工業（株）

渡部　昌彦 旭電気工事（株）

木　数泰※ （株）木電気商会

佐藤　春幸 （株）佐藤電設

目黒　健之 （株）目黒工業商会

監事 下山　仁 （株）下山電工

吉田　政夫 中野電工（株）

蛭田　淳 岩電機工事（株）

当
協
会
は
５
月
27
日
、福
島
市
の
協
会
大
会
議
室
で
第
71
回
定
時
総
会
を
開
き
、役
員
改

選
で
大
槻
博
太
会
長
を
３
選
。令
和
３
年
度
の
協
会
活
動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

今
年
度
は
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
社
会
的
要
請
に
応
え
な
が
ら
技
術
・
技
能
の
伝
承
、適
正

な
受
発
注
や
工
事
環
境
の
確
保
、分
離
発
注
の
一
層
の
推
進
な
ど
の
課
題
に
対
応
。「
県
民

に
信
頼
さ
れ
る
技
術
集
団
」を
目
指
し
技
術
力
の
研
さ
ん
に
も
努
め
る
。県
土
木
部
と
の
意

見
交
換
、建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）の
普
及
、働
き
方
改
革
関
連
の
取

り
組
み
に
重
点
を
置
い
て
活
動
す
る
。
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令和３年度 
労 働 保 険

年
度
更
新
７
月
12
日
ま
で

福
島
労
働
局
が
呼
び
掛
け

第１回理事会

安
全
対
策
の
発
信
検
討
へ

第
72
回
総
会　

５
月
下
旬
で
調
整

い
わ
き
支
部
は
平
工
高
と

次
年
度
に
向
け
て
検
討
へ

〒963-8071　郡山市富久山町久保田字太郎殿前47番
　                                              久保田共栄ビル
                 ＴＥＬ 024-941-5030  ＦＡＸ 024-941-5035

白　　　河／ＴＥＬ（0248）27-3385㈹
須　賀　川／ＴＥＬ（0248）72-7136㈹
郡　山　西／ＴＥＬ（024）952-5455㈹
郡　山　南／ＴＥＬ（024）923-3298㈹
郡　山　北／ＴＥＬ（024）939-3081㈹
設備機材郡山／ＴＥＬ（024）927-0480㈹
会　　　津／ＴＥＬ（0242）37-2660㈹
喜　多　方／ＴＥＬ（0241）21-8585㈹
原　　　町／ＴＥＬ（0244）22-5105㈹
相　　　馬／ＴＥＬ（0244）35-1234㈹
福　島　東／ＴＥＬ（024）546-3700㈹
福　　　島／ＴＥＬ（024）553-1181㈹
い わ き 南／ＴＥＬ（0246）28-6111㈹
勿　　　来／ＴＥＬ（0246）62-3122㈹

山形・茨城・栃木・埼玉・千葉・東京・神奈川・新潟
電材営業所　　61カ所
住設建材営業所25カ所

〒970-8625 福島県いわき市平谷川瀬字明治町27
ＴＥＬ（0246）25-6111  ＦＡＸ25-6101

Engineering & Engineer LINK

支店／仙台 営業所／いわき・福島・県南 出張所／南相馬
https://www.ninotec.co.jp/

人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

　

当
協
会
は
、県
建
設
業
産

学
官
連
携
協
議
会（
会
長
＝

猪
股
慶
藏
県
土
木
部
長
）が

進
め
る
担
い
手
確
保
の
取
り

組
み
に
賛
同
し
、同
協
議
会

が
開
設
し
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

　

大
槻
博
太
会
長
と
野
内
忠

宏
専
務
理
事
は
４
月
28
日
、

福
島
市
の
県
立
福
島
工
業
高

校
を
訪
れ
、今
後
の
県
立
工

業
系
高
校
に
お
け
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、県
内
工
業
系
高

校
校
長
会
の
会
長
を
務
め
る

鈴
木
康
隆
福
島
工
業
高
校
校

長
と
意
見
交
換
し
た
。

　

当
協
会
は
、専
門
高
校（
学

科
）に
在
学
す
る
生
徒
の
職

場
体
験
学
習（
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
）に
つ
い
て
、会
津
支

部
で
平
成
８
年
度
、
い
わ
き

支
部
で
平
成
16
年
度
か
ら
生

徒
の
受
け
入
れ
に
協
力
し
て

お
り
、一
般
社
団
法
人
に
移

行
後
の
平
成
25
年
度
か
ら
は

公
益
目
的
の
一
環
と
し
て
取

り
組
み
を
全
県
下
に
拡
大
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事

業
と
し
て
協
会
の
重
点
事
業

に
位
置
付
け
、受
入
会
員
に

対
す
る
助
成
制
度
を
設
け
推

進
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
２
校
の
実
施
に
と
ど

ま
っ
た
も
の
の
、令
和
元
年

度
に
は
二
本
松
工
業
高
校
、

郡
山
北
工
業
高
校
、白
河
実

業
高
校
、勿
来
工
業
高
校
、会

津
工
業
高
校
、喜
多
方
桐
桜

高
校
、小
高
産
業
技
術
高
校
、

学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高

校
、
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会

津
の
９
校
で
実
施
。計
１
０

６
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　

担
い
手
の
確
保
・
育
成
対

策
と
し
て
も
効
果
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、当
協
会
で

は
支
援
事
業
の
さ
ら
な
る
拡

充
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
会
員
企
業
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
な
い
福
島
工
業
高
校
を

訪
問
。人
材
育
成
・
確
保
に
関

す
る
意
見
交
換
や
学
校
側
が

最
新
の
技
術
等
を
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
場
の
提
供
な
ど
、

　

５
月
19
日
に
は
県
立
平
工

業
高
校
と
も
意
見
交
換
を

行
っ
た
。福
島
工
業
高
校
と

同
様
に
会
員
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
お

ら
ず
、小
宅
武
い
わ
き
支
部

長
、三
浦
光
博
広
報
委
員
、野

内
専
務
理
事
が
い
わ
き
市
の

同
校
を
訪
れ
、遠
藤
敦
也
校

長
、深
沢
剛
教
頭
と
懇
談
し

た
。

　

当
協
会
は「
工
業
高
校
電

気
科
の
新
卒
者
で
県
内
電
設

企
業
に
就
職
す
る
生
徒
は
非

常
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
が
、上
京
後
地
元
に
戻
り

電
気
工
事
業
に
就
職
す
る
事

例
も
あ
る
。地
元
に
残
り
就

職
し
て
も
ら
え
る
機
会
を
確

保
す
る
た
め
に
も
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
に
協
力
し
た
い
」と

電
設
業
界
と
教
育
機
関
の
関

係
強
化
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、協
会
の
概
要
や
会
員
の

状
況
、支
援
事
業
の
中
身
な

ど
を
説
明
し
、鈴
木
校
長
か

ら
今
後
の
事
業
展
開
や
県
内

工
業
系
高
校
と
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
た
。

長
南
国
彦
、荒
川
俊
一
両
教

頭
が
同
席
し
た
。

　

鈴
木
校
長
ら
に
よ
る
と
、

工
業
系
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

各
高
校
の
考
え
で
取
り
組
む

た
め
、県
内
で
足
並
み
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
。生
徒
数
と

受
入
企
業
数
の
関
係
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
以
前
ほ
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
学
校
や
、職
場
・
企
業
見
学

に
切
り
替
え
た
学
校
が
あ
る

と
い
う
。「
電
気
科
は
電
気
工

事
士
の
資
格
取
得
試
験
等
も

説
明
。

　

こ
れ
に
対
し
て
学
校
側
か

ら
は「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
職
業
経
験
と
い
う
意
味
で

有
意
義
」と
前
向
き
な
回
答

が
得
ら
れ
た
が
、今
年
度
は

年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
固

ま
っ
て
お
り
、実
施
す
る
に

し
て
も
次
年
度
以
降
と
な
る

見
解
が
示
さ
れ
た
。「
電
気
工

事
等
の
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的

に
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

専
門
授
業
に
も
効
果
的
な
の

で
は
」と
、実
施
す
る
場
合
は

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
と
す

る
見
通
し
も
話
し
た
。

　

実
施
に
向
け
て
、電
気
科

の
担
当
教
諭
と
い
わ
き
支
部

が
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
時

間
的
な
余
裕
が
な
い
」「
工
業

系
高
校
の
先
生
も
工
事
現
場

の
最
新
情
報
で
研
修
し
た
い

思
い
は
あ
る
」な
ど
の
話
も

出
さ
れ
た
。

　

福
島
工
業
高
校
で
会
員
企

業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
考
え

を
示
し
た
。福
島
支
部
が
窓

口
と
な
り
今
後
調
整
を
進
め

て
い
く
。

ム
で
若
者
に
電
設
業
の
仕
事

を
紹
介
す
る
。電
工
社
、郡
山

電
工
、東
陽
電
気
工
事
、常
盤

電
設
産
業
、光
洋
電
設
、森
口

電
気
商
会
の
６
社
が
投
稿
を

担
当
。若
手
社
員
等
の
生
の

声
を
発
信
し
、建
設
産
業
の

魅
力
を
伝
え
る
。

　

職
場
紹
介
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
は
、同
協
議
会
が
重
点
的

に
取
り
組
む「
担
い
手
確
保

に
向
け
た
広
報
」の
一
環
。イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
若
者
の
情

報
収
集
手
段
と
し
て
シ
ェ
ア

が
拡
大
し
て
お
り
、県
内
の

建
設
企
業
で
活
躍
す
る
若
手

社
員
等
が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
仕
事
内
容
、企
業
情
報
等

を
発
信
す
る
。建
設
業
の
３

Ｋ
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、若

年
層
の
入
職
促
進
に
つ
な
げ

る
狙
い
が
あ
る
。

　

３
月
末
に
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、運
用
を
開
始
。

県
内
の
建
設
産
業
従
事
者
か

ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

る
。建
設
産
業
に
関
わ
り
の

あ
る
も
の
な
ら
内
容
は
自
由

で
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ「
＃
ふ

く
し
ま
の
建
設
」を
付
け
て

写
真
を
、仕
事
内
容
を
紹
介

す
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も

に
投
稿
す
る
。

　

運
用
開
始
を
受
け
て
、当

協
会
も
取
り
組
み
に
協
力
す

る
。今
年
度
第
１
回
理
事
会

で
、県
内
６
支
部
か
ら
選
出

さ
れ
た
会
員
企
業
が
年
度
１

～
２
回
以
上
を
目
安
に
投
稿

す
る
方
向
性
を
確
認
。各
支

部
が
担
当
会
員
を
１
社
ず
つ

決
め
、
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。県（
協
議
会
）様
式

に
入
力
し
た
記
事
を
協
会
事

務
局
に
送
付
す
れ
ば
、事
務

局
で
協
議
会
窓
口
と
調
整
を

行
い
投
稿
す
る
。

　

当
協
会
は
４
月
27
日
、協

会
大
会
議
室
で
令
和
３
年
度

第
１
回
理
事
会
を
開
き
、令

和
２
年
度
事
業
・
収
支
決
算

報
告
、第
71
回
定
時
総
会
付

議
事
項
案
等
を
承
認
し
た
。

　

定
時
総
会
に
つ
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、出
席
者
を
支
部

長
な
ど
役
員
の
み
に
限
定
。

そ
れ
以
外
の
会
員
は
事
前
に

議
案
書
を
送
付
し
た
上
で
委

任
状
に
よ
る
議
決
権
の
行
使

を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、県
建
設
関
係

職
場
紹
介
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

へ
の
協
力
を
確
認
。令
和
４

年
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
日
は

令
和
４
年
１
月
28
日
、第
72

回
定
時
総
会
は
同
５
月
下
旬

で
調
整
す
る
。

　

高
所
作
業
車
か
ら
の
落
下

事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
て
、技
術
・
安
全
委
員
会
等

で
検
証
を
行
い
、業
界
に
安

全
予
防
対
策
等
を
発
信
す
る

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　

令
和
３
年
度
の
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）の

年
度
更
新
期
間
は
７
月
12
日

ま
で
。福
島
労
働
局
で
は
事

業
者
に
対
し
て
、期
間
内
に

労
働
保
険
料（
前
年
度
確
定

保
険
料
と
当
年
度
概
算
保
険

料
）の
申
告
・
納
付
手
続
き
を

行
う
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

申
告
・
納
付
は
労
働
局
、労

働
基
準
監
督
署
、金
融
機
関

で
受
け
付
け
る
。申
告
書
の

書
き
方
、申
告
・
納
付
方
法
等

の
詳
細
は
年
度
更
新
申
告
書

同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
。

　

同
局
で
は
電
子
申
請
の
活

用
や
、口
座
振
替
・
電
子
納
付

に
よ
る
保
険
料
の
納
付
を
推

奨
し
て
い
る
。電
子
申
請
は

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
24
時

間
い
つ
で
も
申
請
・
届
け
出

が
可
能
で
、「
電
子
政
府
の
総

合
窓
口（
ｅ
―
Ｇ
ｏ
ｖ
）」か

ら
手
続
き
を
行
う
。マ
イ
ナ

ン
バ
ー
か
電
子
証
明
書
の
取

得
が
必
要
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
島
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

適
用
第
二
係
☎
０
２
４（
５

３
６
）４
６
０
７
。

電設業の仕事紹介
会員６社が情報発信

事
業
拡
充
へ
意
見
交
換

大
槻
会
長
が
福
島
工
高
訪
問

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業

県インスタグラム県インスタグラム
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働き方改革

行
動
規
範
の
策
定
計
画

県
建
産
連　

新
規
で
Ｄ
Ｘ
活
用
な
ど

Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
運
用
見
直
し

振
興
基
金
の

制
度
活
用
へ　

第
１
弾
は
安
全
大
会

　

当
協
会
主
催
の
今
年
度
１

級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術

検
定
試
験
準
備
講
習
会（
第

１
次
検
定
） ＝
写
真
＝  

が
５

月
28
～
30
日
の
３
日
間
、郡

山
市
の
県
南
電
気
工
事
協
同

組
合
会
館
で
開
か
れ
た
。会

員
企
業
か
ら
30
人
、一
般
参

　

当
協
会
は
、継
続
教
育
事

業（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
）の
運
用
を

一
部
見
直
し
、今
年
度
に
試

行
す
る
。当
協
会
が
主
催
す

る
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
、建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会

に
加
盟
す
る
建
設
業
振
興
基

金
の「
建
築
・
設
備
施
工
管
理

Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
」認
定
講
習
と

し
て
開
催
し
て
い
く
方
針

で
、７
月
13
日
の
安
全
大
会
・

技
術
研
修
会
を
第
１
弾
と
し

て
予
定
し
て
い
る
。

　

当
協
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度

は
、会
員
を
中
心
と
し
た
技

術
者
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る

継
続
教
育
の
場
を
提
供
す
る

目
的
で
平
成
20
年
に
創
設
。

協
会
独
自
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
基

準
に
基
づ
き
運
営
し
て
お

り
、受
講
者
に
は「
継
続
教
育

受
講
証
明
書
」を
発
行
し
て

い
る
。

　

電
気
工
事
技
術
者
の
教
育

環
境
は
こ
こ
数
年
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、研
修
内
容
の

充
実
と
教
育
機
会
の
拡
大
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
運
用
を

一
部
改
正
す
る
。

　

建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
加

盟
団
体
の
う
ち
、日
本
電
設

工
業
協
会
が
運
営
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
建

設
業
振
興
基
金
の
建
築
・
設

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
県
建
産
連
、
小
野
利
廣
会

長
）は
６
月
２
日
、福
島
市
の

備
施
工
管
理
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の

活
用
を
進
め
て
い
く
。協
会

主
催
の
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

同
制
度
の
認
定
講
習
と
し
て

開
く
。

　

受
講
者
は
こ
れ
ま
で
の
協

会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
加
え
、振
興
基

金
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
受
講
証
明

書
の
取
得
も
可
能
。手
続
き

は
受
講
者
が
行
う
。プ
ロ
グ

ラ
ム
が
認
定
さ
れ
次
第
、会

員
へ
の
周
知
等
を
図
る
。

は
じ
め
役
員
ら
16
人
が
出
席

し
た
。小
野
会
長
は「
第
２
期

復
興
・
創
生
期
間
も
本
県
の

完
全
復
興
に
一
致
協
力
す

る
。イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
や

防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
を

推
進
す
る
上
で
、建
設
産
業

の
役
割
は
一
層
重
要
に
な

る
。産
学
官
で
連
携
し
県
民

の
安
全
を
守
る
使
命
を
果
た

す
」と
あ
い
さ
つ
。技
術
・
技

能
者
不
足
、働
き
方
改
革
等

の
課
題
に
対
し
て
は「
次
の

10
年
を
見
据
え
な
が
ら
、情

報
を
共
有
し
改
善
に
努
め

る
」と
述
べ
、公
共
事
業

の
安
定
確
保
に
も
継
続

し
て
取
り
組
む
考
え
を

示
し
た
。

　

行
動
規
範
の
策
定

は
、
今
年
度
の
重
点
目

標
に
位
置
付
け
た
。
県

内
建
設
産
業
の
働
き
方

改
革
実
現
に
向
け
て
、

適
正
な
元
・
下
請
関
係

を
構
築
す
る
た
め
の
行

エ
ル
テ
ィ
で
第
37
回
通
常
総

会 

＝
写
真
＝  

を
開
い
た
。今

年
度
は
働
き
方
改
革
の
行
動

指
針
と
な
る「
建
産
連
行
動

規
範（
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
）」を
策
定
す
る
ほ
か
、新

規
で
Ｄ
Ｘ
活
用
事
業
や
オ
ン

ラ
イ
ン
講
習
の
拡
大
に
取
り

組
む
。

　

総
会
に
は
、副
会
長
を
務

め
る
大
槻
博
太
当
協
会
会
長

動
等
を
定
め
る
。県
建
設
業

協
会
の
働
き
方
改
革
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
た

た
き
台
を
作
成
し
、専
門
工

事
業
部
会
で
検
討
を
進
め

る
。

　

こ
の
ほ
か
の
重
点
目
標
は

①
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間

事
業
へ
の
積
極
的
協
力
②
県

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、建

設
産
業
の
持
続
的
発
展
の
た

め
公
共
事
業
の
計
画
的
か
つ

安
定
的
な
確
保
③
品
確
法
等

を
踏
ま
え
た
入
札
制
度
と
適

正
な
設
計
積
算
の
推
進
④
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
と
技
能

労
働
者
の
入
職
・
育
成
・
定
着

の
推
進
⑤
技
能
労
働
者
の
入

職
・
育
成
・
定
着
に
関
す
る
調

査
・
研
究
⑥
ⅰ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
と
Ｄ
Ｘ

活
用
事
業
の
推
進
⑦
建
産
連

構
成
団
体
の
相
互
理
解
・
連

携
の
推
進
⑧
Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型

社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
へ

の
支
援
・
協
力
。

　

研
修
関
係
で
は
、新
規
事

業
と
し
て
10
月
ご
ろ
に
３
Ｄ

施
工
デ
ー
タ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開

く
。
12
月
ご
ろ
に
は
郡
山
市

で
、働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
も
予
定
し
て
い
る
。

加
11
人
の
計
41
人
が
受
講
。

参
加
者
は
６
月
13
日
の
１
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
の

前
期
試
験
に
備
え
、試
験
の

傾
向
と
対
策
に
取
り
組
ん

だ
。

　

講
習
会
は
１
級
電
気
工
事

施
工
管
理
技
士
試
験
対
策
と

し
て
毎
年
開
い
て
い
る
。専

門
知
識
と
経
験
を
必
要
と
す

る
電
気
工
事
業
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
育
て
る
社
会
的
役

割
を
果
た
す
観
点
か
ら
、一

般
の
参
加
も
受
け
付
け
て
お

り
、資
格
取
得
者
を
増
や
し

県
内
電
設
業
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
踏
ま
え
、感
染
防
止

対
策
に
万
全
を
期
し
て
開
催

し
た
。講
習
に
先
立
ち
、三
瓶

良
幸
技
術
・
安
全
委
員
会
副

委
員
長
が「
講
習
会
を
活
用

し
て
、合
格
に
向
け
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

ユ
ア
テ
ッ
ク
Ｏ
Ｂ
の
鷲
眼

智
春
イ
ー
ハ
ー
ド
プ
ラ
ン
代

表
が
講
師
と
な
り
、過
去
の

検
定
試
験
問
題
の
解
き
方
や

ポ
イ
ン
ト
を
示
し
、受
講
者

の
弱
点
を
補
強
し
実
践
力
を

高
め
た
。

　

同
検
定
は
、改
正
建
設
業

法
の
全
面
施
行
に
伴
い
今
年

度
か
ら
学
科
試
験
、実
地
試

験
を「
第
１
次
検
定
」「
第
２

次
検
定
」に
再
編
。１
級
の
１

次
検
定
で
は
従
来
の
知
識
問

題
を
基
本
に
、実
地
試
験
で

出
題
し
て
い
た
施
工
管
理
法

な
ど
監
理
技
術
者
と
し
て
の

応
用
能
力
を
確
認
す
る
問
題

が
追
加
さ
れ
、
１
次
検
定
に

合
格
し
た
段
階
で「
技
士
補
」

の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

　

１
次
検
定
の
合
格
発
表
は

７
月
16
日
、
２
次
検
定
試
験

は
10
月
17
日
に
行
わ
れ
、合

格
発
表
は
令
和
４
年
１
月
28

日
。

協会のうごき協会のうごき

【４月】

　８日 •日本電設工業協会東北支部運営委員会

　15日 •会計事務所監査

　19日 •副会長会計監査

　21日 •会津支部総会

　23日 •福島支部総会

　27日 •令和2年度事業監査、令和3年度第1回理
事会

　28日 •福島工業高校インターンシップ訪問

【５月】

　11日 •郡山支部役員会

　14日 •相双支部監査会

　19日 •相双支部総会
•平工業高校インターンシップ訪問

　21日 •会津支部例会

　27日 •第71回定時総会、令和3年度第2回理事
会

•福島支部新年度懇談会

　28～
　　30日

•1級電気工事施工管理技術検定試験（第
1次検定）受験準備講習会

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

合格目指し41人受講
１級電気施工管理技士

１次検定試験の準備講習会

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
県
建
産
連
）の
令
和
３
年
度

会
長
表
彰
に
、当
協
会
の
渡

部
昌
彦
氏（
旭
電
気
工
事
）が

選
ば
れ
た
。６
月
10
日
に
大

槻
博
太
会
長
が
南
相
馬
市
の

同
社
を
訪
れ
、賞
状
と
記
念

品
を
手
渡
し
た
。

　

当
協
会
の
功
労
者
と
し
て

表
彰
を
受
け
た
。渡
部
氏
は

相
双
支
部
の
事
務
局
を
長
年

務
め
、支
部
運
営
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、本
部
役
員
と

し
て
も
活
躍
し
、協
会
の
発

展
に
貢
献
し
た
。

　

県
建
産
連
の
会
長
表
彰
は

総
会
で
賞
状
を
授
与
し
て
い

た
が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策
で
実
施
が

見
送
ら
れ
、所
属
団
体
を
通

し
て
伝
達
さ
れ
た
。

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
総
合

設
備
協
会
主
催
の
安
全
大

会
・
技
術
研
修
会
を
初
の
認

定
講
習
と
し
て
位
置
付
け
る

予
定
で
、手
続
き
を
進
め
て

い
る
。

渡
部
氏
に
建
産
連
会
長
表
彰

渡
部
氏
に
建
産
連
会
長
表
彰
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昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
こ
の
時
期
に
多
く
開
催

さ
れ
て
い
る
各
種
団
体
等
の

総
会
が
、新
し
い
生
活
様
式

に
従
い
書
面
議
決
と
な
っ
て

い
る
所
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
取

り
入
れ
ら
れ
、私
も
何
度
か

ウ
ェ
ブ
会
議
に
参
加
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
で
私
個
人
が
感
じ

た
事
で
す
が
、
ま
ず
移
動
手

段
の
問
題
・
移
動
時
間
に
か

か
る
時
間
の
ロ
ス
が
無
い
の

は
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
ま

し
た
。

　

手
元
に
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば

ど
こ
か
ら
で
も
会
議
に
参
加

す
る
事
が
で
き
ま
す
。そ
し

て
、会
議
で
集
ま
る
事
で
心

配
な「
３
密
」
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

た
だ
、画
面
越
し
で
マ
イ

ク
を
通
し
て
の
会
話
の
や
り

取
り
は
、会
議
に
参
加
し
て

い
る
方
々
の
発
言
の
熱
気
・

雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
な
い
、

そ
し
て
懇
親
会
も
無
い
の
で

参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い

の
が
残
念
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
は
ウ
エ

ブ
会
議
と
、場
面
や
内
容
に

よ
っ
て
は
開
催
会
場
に
参
加

者
が
集
ま
る
会
議
も
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た（
広
報
委
員
・

佐
藤
卓
立
）。

配分電盤、制御盤メーカー

（旧社名：株式会社 山形電機製作所）

株式会社ワイム
福島営業所／〒960-8165　福島市吉倉字吉田119-1
　　　　　　TEL.024-546-1321 FAX.024-546-1322

本社 ・ 工場
 ・ 本社 ・ 山形工場／〒990-2211　山形市十文字1318-5
　　　　　　　　 TEL.023-686-4316㈹ FAX.023-685-1011
 ・ 北海道千歳工場
 ・ 支店／東京 ・ 東北 ・ 札幌　営業所／山形 ・ 秋田 ・ 岩手 ・ 埼玉

ＩＳＯ900 1取得
ＩＳＯ14001取得

　

母
親「
汚
い
！
片
づ
け
な

さ
い
?
」。

　

子
供「
片
付
け
る
場
所
が

な
い
か
ら
、片
づ
け
ら
れ
な

い
！
」。

　

我
が
家
で
は
、
こ
ん
な
会

話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。妙
に
納
得
し
て
、考
え
込

ん
で
し
ま
っ
た
私（
母
親
）。

ど
こ
に
片
づ
け
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
、ル
ー
ル
が
な
い
、

一
緒
に
片
づ
け
る
雰
囲
気
に

な
く
子
供
に
任
せ
て
い
る
な

ど
、反
省
点
が
多
々
思
い
浮

か
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、仕
事
で
も
当
て

は
ま
る
こ
と
が
多
く
、
と
て

も
腹
落
ち
し
た
瞬
間
で
し

た
。そ
の
後
、自
宅
は
整
理
整

頓
を
し
、物
も
７
割
く
ら
い

に
収
め
た
と
こ
ろ
、片
づ
け

や
す
く
な
り
、
お
互
い
に
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

会
社
で
も
年
に
１
回
ほ

ど
、大
掃
除
を
す
る
の
で
す

が
、整
理
整
頓
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。現
場
の
人
た
ち
だ

け
で
な
く
、社
内
も
倉
庫
も

み
ん
な
で
取
り
組
む
環
境
づ

く
り
を
す
る
と
、効
率
良
く

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
お

互
い
が
気
持
ち
よ
く
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
課
題
で
す（
東

陽
電
気
工
事
㈱
・
石
川
格

子
）。

　

令
和
３
年
度
福
島
支
部
総

会
が
４
月
23
日
、福
島
市
の

「
割
烹
ま
す
ふ
じ
」で
、
６
社

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、大
槻
支

部
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。引
き
続
き
議

事
に
移
り
、令
和
２
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報

告
・
令
和
３
年
度
事
業
計
画

案
並
び
に
収
支
予
算
案
が
審

議
議
決
、全
員
一
致
で
承
認

さ
れ
、令
和
３
年
度
の
事
業

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
、随
時
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
受
入
事
業
、
８
月
に
道
路

美
化
作
戦
へ
の
参
加
、
10
月

に
県
・
市
合
同
技
術
研
修
会

の
開
催
、
１
月
に
新
年
安
全

祈
願
祭
を
開
催
の
予
定
で

す
。た
だ
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
実

施
に
影
響
が
出
た
場
合
は
変

更
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　

議
案
第
３
号
と
し
て
、本

協
会
理
事
お
よ
び
支
部
役
員

改
選
の
件
に
つ
い
て
審
議
・

採
決
さ
れ
、現
本
協
会
理
事
・

支
部
役
員
の
再
選
が
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
、令
和
３
年

度
の
福
島
支
部
事
業
並
び
に

体
制
が
決
ま
り
、新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た（
㈱
佐

藤
電
気
商
会
・
佐
藤
卓
立
）。

　

国
を
挙
げ
て
の「
緊
急
事

態
宣
言
」が
続
く
な
か
自
粛

生
活
を
余
儀
さ
れ
て
、先
の

見
え
な
い
不
安
が
続
い
て
い

る
。健
康
管
理
や
精
神
的
ダ

メ
ー
ジ
、経
済
被
害
も
限
界

に
き
て
い
て
、最
近
の
状
況

と
し
て
は「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

に
よ
る
感
染
拡
大
の
沈
静
化

を
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
人
と
し
て
の「
緊

急
事
態
」が
心
や
身
体
の
な

か
で
起
き
て
い
る
状
態
で
す

よ
ね
。

　

こ
ん
な
時
な
の
で
、悲
鳴

を
上
げ
て
い
る
心
と
身
体
の

た
め
に
二
つ
の
こ
と
を
始
め

て
現
在
、実
践
中
で
す
。

　

１
つ
目
は「
減
量
」。３
㌔

増
え
た
体
重
を
元
に
戻
し
て

ほ
ぼ
成
功
し
て
い
る
。

　

２
つ
目
は
、散
歩（
毎
日
１

万
歩
）の
実
践
で
あ
る
。今
ま

で
の「
家
」自
粛
か
ら
抜
け
出

し
、自
然
の
空
気
の
綺
麗
な

環
境
で
コ
ロ
ナ
ラ
イ
フ
、
ヘ

ル
シ
ー
ラ
イ
フ
を
続
け
ま

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、国
を
挙
げ
て
の

「
緊
急
事
態
」と
自
分
た
ち
の

「
緊
急
事
態
」
を
克
服
し
て

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
の

実
現
に
な
れ
る
こ
と
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。合
掌（
三
浦
電

気
工
事
㈱
・
三
浦
光
博
）。

　

む
か
し
、
む
か
し
、
あ
る

処
に
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ

さ
ん
が
住
ん
で
居
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
山
に
芝
刈
り

に
行
く
の
が
大
好
き
で
、暇

を
見
つ
け
て
は
道
具
を
磨
い

て
い
ま
す
。お
ば
あ
さ
ん
は

川
へ
洗
濯
に
行
く
な
ど
毎

日
、家
事
で
大
忙
し
で
す
。

　

い
つ
も
は
、起
き
る
の
が

遅
い
お
じ
い
さ
ん
が
珍
し
く

早
起
き
し
て
来
ま
し
た
。そ

う
、
今
日
は
芝
刈
り（
ゴ
ル

フ
）の
日
で
す
。他
の
事
は
何

も
し
な
い
お
じ
い
さ
ん
が
、

夕
べ
は
、
せ
っ
せ
と
旅
支
度

を
し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
芝
刈
り
の
日
で
も

お
ば
あ
さ
ん
は
朝
食
の
準
備

を
し
て
く
れ
ま
す
。せ
っ
か

く
の
休
み
な
の
で
、
ゆ
っ
く

り
し
た
か
っ
た
お
ば
あ
さ
ん

を
尻
目
に
、
お
じ
い
さ
ん
が

そ
そ
く
さ
と
朝
食
を
口
に
押

し
込
ん
だ
頃
、庭
先
か
ら「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」。お
供

の『
さ
る
』で
す
。

　

早
速
、
お
じ
い
さ
ん
の
芝

刈
り
道
具
を
納
屋
か
ら
運
び

出
し
ま
す
。籠（
車
）の
前
で

は『
犬
』と『
雉
』も
待
っ
て
い

て
、今
日
も
全
員
揃
い
踏
み

で
す
。道
中
、
お
茶
屋（
コ
ン

ビ
ニ
）に
寄
っ
て
お
じ
い
さ

ん
か
ら
黍（
き
び
）団
子
や
飲

み
物
を
渡
さ
れ
、意
気
揚
々

と
出
掛
け
る
姿
は
そ
れ
は
、

そ
れ
は
楽
し
そ
う
。早
籠（
高

速
道
路
）を
飛
ば
し
、向
か
う

は
鬼
ヶ
島（
ゴ
ル
フ
場
）。「
い

ざ
！
ま
い
ら
ん
」（
旭
電
気
工

事
㈱
・
渡
部
昌
彦
）。

　

昨
今
聞
き
慣
れ
な
い
単
語

を
よ
く
聞
き
ま
す
。「
人
流

（
じ
ん
り
ゅ
う
）」。ど
う
や
ら

こ
の
単
語
は
広
辞
苑
に
載
っ

て
い
ま
せ
ん
。物
流
は
よ
く

聞
き
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
渦
の

今
、政
府
か
ら
は
感
染
症
対

策
で
人
流
抑
制
を
お
願
い
す

る
呼
び
か
け
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ

リ
ン
セ
ス
号
で
、
３
７
１
１

人
の
う
ち
７
１
２
人
が
感
染

し
、
13
人
死
亡
と
な
っ
た
ク

ラ
ス
タ
ー
を
皮
切
り
に
、
コ

ロ
ナ
が
身
近
に
迫
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

会
津
若
松
で
は
連
日
、
20

人
以
上
の
感
染
者
が
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。仕
事
に
お

い
て
は
ウ
ェ
ブ
会
議
が
当
た

り
前
に
な
り
ま
し
た
。行
事

も
中
止
に
は
な
り
ま
し
た

が
、医
療
従
事
者
の
ひ
っ
迫

し
た
状
況
、奮
闘
を
思
う
と
、

ま
ず
は「
人
流
」を
抑
え
る
努

力
を
す
る
こ
と
に
専
念
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

芝
刈
り
道
具
も
錆
が
出
な

い
よ
う
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。今

会
員
さ
ん
の
現
状
は
い
か
が

で
す
か
。私
は
コ
ロ
ナ
渦
の

今
、新
し
い
働
き
方
を
模
索

し
て
い
ま
す（
㈱
会
津
電
気

工
事
・
佐
藤
脩
一
）。

会

員

の

声

会

員

の

声
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双
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双
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部
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部

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
一
年
を

超
え
、
ま
だ
終
息
に
は
程
遠

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
」と
い
う
単
語

と
と
も
に「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
」と
い
う
単
語
を
目
に
し

ま
す
。ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と

は
、社
会
的
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
何
ら
か
の
出
来
事

が
社
会
に
変
化
を
起
こ
し
、

新
し
い
常
識
が
生
ま
れ
る
さ

ま
を
指
し
、「
新
常
態
」と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で

例
え
る
と
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
会

議
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
ま
た

娘
の
塾
や
ダ
ン
ス
の
習
い
事

ま
で
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ

て
い
る
さ
ま
が
、
い
ず
れ
標

準
化
さ
れ
る
の
か
と
思
い
ま

し
た
。

　

企
業
に
よ
っ
て
は
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
を
標
準
化
し
、事

務
所
を
引
き
払
う
企
業
も
数

多
く
あ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
も
た
ら
し
た

様
々
な
変
化
は
計
り
知
れ
な

い
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
が
全
世
界
に
行

き
渡
り
、終
息
し
た
と
言
え

る
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
は
、最
終

的
に
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る

の
か
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す

が
、何
が
ｂ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な

の
か
自
身
で
見
極
め
な
が
ら

変
化
に
対
応
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す（
㈱
ニ
イ
ダ
テ
ッ

ク
・
仁
井
田
敦
朗
）。
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